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鈴鹿市所蔵『魯西亜詞記』翻刻
岩　井　憲　幸
凡　　例
一　本翻刻は，鈴鹿市に蔵される『魯西亜詞記』（年紀未詳）のそれである。
　　他に伝本を見ないゆえに，ここに翻刻し紹介する。
　　『魯西亜詞記』は，寛政4年（1792）にロシア使節ラクスマンに伴われ
　　てネムロに帰国した伊勢漂民の一人，磯吉にかかわる資料と推量する。
　　磯吉は寛政10年（1798）に幕府の許しを得て，12月18日より翌年1
　　月17日までの30日間，江戸から勢州南若松村への一時帰郷がかなった。
　　この折，土地の心海寺第九代住職実静が磯吉に聞きとりを行ない，その
　　聞き書きには芙蓉老なる人物も関与した。
一　『魯西亜詞記』の主たる内容は小和魯語彙集である。その書誌的な概要
　　は次の通りである。
　　体裁等：袋綴じ写本1冊。縦12．2，横12．3cm前後。表紙を除き本文
　　　　　　　17葉。書名は表紙直書き。
　　葉の内訳：〈漂流始終＞2葉，語彙集部分14葉，〈計＞1葉。
　　印穎等：裏表紙に同一の黒印2ないし3が捺され，その下に所有者と
　　　　　　　おぼしき墨書あり。黒印は丸印で〈勢州」木屋」若松〉。さ
　　　　　　　らに裏表紙ウにはロシア文字（もどき）とその読みがある。
一　語彙集部分はいわゆるひとつ書きの方式をとり，全250項。
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　　『魯西亜詞記』はいうまでもなく，縦書きであるが，以下の翻刻では体
　　裁を変更して横書きとする。よって，原本において連呼を表示する右傍
　　の棒線は，下線に変更する。また語彙集部分では各項の頭に小字で通し
　　番号を付した。もとより原本には存在しない。後の考察のためである。
一　『魯西亜詞記』についての考察は下記の小論中に示してある。そこでは
　　原本の写真を掲載する予定である：〈大黒屋光太夫・小市・磯吉に関す
　　る資料の研究〉，「明治大学人文科学研究所紀要」第68冊，2011年3月
　　刊行予定。
　　本翻刻は，鈴鹿市教育委員会の許可を得てなされたものである。
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　　魯西亜詞記　　　　　　　 」（表紙）
　　（白）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（表紙ウ）
　　漂流始終井里数
　　附魯西亜国詞大a
干時天明二年壬寅極月十二日勢州白子浦出帆同十三日伊豆先キにて大雨風
に逢漂流此間都合八月也翌卯年七月廿日四ッ時始て嶋を見付是をアミシツカト
いふ此所へ舩6　」（1オ）
上ル此所二出入四年ノ間居住
巳七月十八日此地出帆
ビリス子ノ嶋
カミシヤツカ
チギリ
オホツカ
ヤコヅカ
イルコヅカ
（髭藺羅呈‡交暑豊舩
（髭羅禦橿日出立
（耀鰭呈出舩
（耀雑量呈咄立
（顯‡茜暑羅堂立
此所翌未二月七日二
着翌申正月廿八日
出立此所ヨリヲロシイ
王城まて五千八百里
右イルコヅカヨリヲロシイ
魯西亜
ヲロシイ
惣名ムスコヘヤ
此国日本ヨリ大国
」（1ウ）
右ヲロシイニ出入五ヶ年之間居住寛政四年壬子九月五日二　帝王6’帰国御
免二付光太夫小市磯吉已上三人御用舩二而ヲロシイ国」（2オ）
御役人附添ヱゾノ地松前ノ子ムロへ入津翌丑年五月七月二子ムロ出舟い
たし同六月八日ハコタテと申所へ入津同年七月着舩　」（2ウ）
　　　魯西亜国通辞
1東　　　　　　　　　　シトジナ
2西　　　　　　　 ナツパテ
3南　　　　　　　　　ポヲゼン
4北　　　　　　　　　シイウヱリ
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5日
6月
7星
8雨
9風
lo雪
ll雲
12露
13佛
14念佛
15男
16女
　　　支体部
17髪
18天窓
19眉
20目
21鼻
22口
23舌
24歯
25耳
26手
　アシ27足
28指
29爪
30手ノ筋
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ワンソ
メイセツ
ズヘズテ
トウジテ
ポコウダ
ス子ヱカ
ヲブラモ
イニヤ
ヲフラザ
ヲスポジポミルイ
ムシイカ
ゼンシナ
ウヲロスイ
ゴロバ
ボロビ
ゲラザ
ノウスイ
ウヲロト
ヤジキ
ズビ
ウシ
ルキ
ノギ
パレツ
ノコチ
リニイ
」（3オ）
」（3ウ）
」（4オ）
??????????????? ? ?? ??????????? ? ??????? ?????? ???
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セヤ
チ・キ
ブリヨハ
プポ
シヨパ
シペナ
ホヲイ
ピズタ
スパアチ
シタハイ
ヤツポン
スコイ
トロマ
ビリシヨル
ヒチヤスレハ
イヅバ
テ・ルボル
ビセナ
ムカ
ギリチヱシナ
ゾコタ
スヱプロ
ゼニゲ
コツウラ
コチヤア
フラアテ
クシヤァカ
」（4ウ）
」（5オ）
」（5ウ）
14
58紙
59庖瘡
60偽リ
61いきどをる
62如何様
63いくさ
64いたむ
65言ふくめる
66言聞せる
67田舎
68印判
6gいきほひ
70　一チ里
71壱反
72壱扁
73壱把
74壱杯
75壱帖
76．一ト時
77壱枚
78壱萬
79壱匁
　イセウ80衣装
81井戸
82醤師
83鋳物師
84妹
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ブマカ
ヲスパ
ヲンマヌル
セリ・ツサ
ナダ
ウヲイナ
ボリノイ
ヱタカヘカモ
ヲロブゴヲレハヱ
ゼンムニヤ
ペツチヤトイ
スコチ
ウヱルスタ
コンツサ
ペルヲイウス
パプスト
ポヲロニ
デヘヒデ
ヘルヲイチヤアス
リストヲコ
リズメヲコ
ゾロチニヤ
プラアテ
コロゼツ
シタプレカリ
コチヱンニカ
セスタラ
」（6オ）
」（6ウ）
」（7オ）
????????
???
???? ????? ?? ????????????
??
? ??????????????85
????????????????????????????????????????????????????
?
??????????? ??????????????? ????
????????
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（携。薮
サゼン
ワウヱトヲカ
ウヱスナ
モスト
スカズカ
ロガツコイ
ポロゲナ
ウロホタリ
シテンノ
ヤヲロ
サポガ
ユプカ
フラアカ
ザコンノ
ストワコ
（多否；彰
ナブボラ
（掬錘
ウダルイ
タツレシ
スルジ
コタ
チヤース
スセジヤ
ナチヨツテ
チイツカ
」（7ウ）
」（8オ）
」（8ウ）
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112科人
113ちから
114長座
115地震
116領分
117立身
118りやうじ
119料理場
120領主
121留主居
122おどろく
123踊ル
124狼
125親
126男馬
127男牛
128おもしろい
129弟
130奥方
131私
132若衆
133わた呉服ノ
134かく書画ヲ
135借ル
136返ス
137恭
138刀
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モシユク
シニノイ
ドヲガホセジナ
テリシンニヤ
グベリニヤ
チンボロウツチ
レチイ
シタラツハイ
プリムシーイ
ドモンニカ
イスポガラ
ピリヤシ
ウヲウカ
ヲテツ
コヲニ
ボカ
ウユセリヤ
マリンブイ
バレニガ
モイ
モロジニコイ
ブマガ
ピツサアテ
子ナドヲコ
ナザアテ
ポコルノ
サビリヤ
」（9オ）
」（9ウ）
」（10オ）
??????????????????
敷
? ??? ??? ??? ???????? ㍑ ???? ??? ?????
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クジニツサ
レカ
ポジイヤチリ
スコリコ
ゼルカ
コムロ
ポジヤイカ
スメカイ
カラサカウヲイ
バラバン
バアレン
ガラフア
ポコルノ
ポソブユ
ロガワコイ
スルイヅバ
コロコ
ゴツバカ
コヲシカ
キリス
レタ
ムドリ．ヨノイ
サライ
子ギラマトイ
ザムス
ゼフカ
シン
」（10ウ）
」（11オ）
」（11ウ）
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166寄
167兎
168請取
169氏
170氏ハ何と問ふ事
171長閑
172のぞく
173後ほど
174薬
175被下
176熊
177鯨
178車
179首人ノ
180糞人ノ
181狂ふ人ノ
182山
183屋根
184宿
185休
186鎗
187矢
188役人
189柳
190松
191枕
192まんぢう
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ペシニヤ
ウシカン
ジヤウ
フワシルイ
フハシルイヅウヨヲハ
ヤスナ
ポキレジ
ポヲシデ
ゲカルスト
ポロシウ
メジベシ
キイト
コリヨハ
ゴロツ
コムノ
ドレラ
ソブカ
コロムカ
フワリテリヤ
ヲラバイ
コツピヨウ
ステリヨウカ
アキリツセリ
タレニイカ
ソスノ
ポドシカ
セレジニヤ
」（12オ）
」（12ウ）
」（13オ）
??????
???????????????
?? ????????? ?????????????? ? ??????????????93
X4
X5
X6
X7
X8
X9
O0
O1
O2
O3
O4
O5
O6
O7
O8
O9
P0
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
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デニヤ
コハンニチ
ウヲロズゼンニヤ
ウータラ　　　　　　　　　　　　」（13ウ）
ボハトイ
ジモ
スルノ
ペリナ
テイピイツサ
ピラツカ
バニヤ
ホリツサ
ゴロシニイチ　　　　　　　　　　」（14オ）
フヱイカ
キリチ
ゴロシノイペレツ
グシ
子ヱボ
インピラテルスコイ
ポロレルメコイ
ツウヱルコ
ルジキ　　　　　　　　　　　　」（14ウ）
ポソゲライ
ホコシヨイセスタラ
レイバ
バラ・イカ
リヱムカ
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220酒
221きせる
222兄弟
223目出度
224給
225文字
226申渡シ
227伜
228雀
22g久しふて逢た
230合羽
231笠
232ひたSれ
233鈴
234酢
235西瓜
236もめん
237狐
238から獅子
239家鴨
240あざらし
241手ぬぐい
242青
243赤
244鮒
245呑湯茶酒
246妻
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ビノ
ガンサ
ブラーテ
スナヲボ
フフン
ピシモ
ウカス
モイシン
ウヲロベイ
タムノニビ
セリトロ
シリヤバ
チウカ
ヲロツハ
ヲクソス
アルブス
ダバ
リシソ
ハラン
ウトチコ
子リツハ
ポロテンツサ
セリヨノイ
カラスノイ
カラシ
ビヨヲト
ホシヤイノ
」（15オ）
」（15ウ）
」（16オ）
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247大便
248達者
249他国
250息才
ブフアチ
プロポルノイ
チユゾイセムリヤ
ホロシヨジウヨム 」（16ウ）
??????
????????
? ?????
計
ゼエシ
ピヤアチ
チヤテエラ
テリイ
デハ
ヲジン
百　100　ストウ
十　　10
九　　9
八　　　8
七　　7
百　100
九十　90
八十80
七拾70
六拾　60
セエセツ
ゼエベツ
ヲ・セミ
セミ　」（17オ）
」（17ウ）
ICEIIIIPOKO
イ　　セ　　　シ　　ロ　コ
　　南若査村
㊥木屋ロヱ門
」（裏表紙ウ）
」（裏表紙）
（いわい・のりゆき　文学部教授）
